
コース１，２とは

確認済証が交付されるまでに住宅性能評価書等※を提出することで、省エネ適判を省略する
ことをコース１といいます。
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対して、省エネ適判と住宅性能評価をあわせて受ける場合に、省エネ適判に係る図書の合
理化を行うことをコース２といいます。

※住宅性能評価書等：設計住宅性能評価書・長期使用構造等である旨の確認書

➤住宅性能評価等の申請の際、コース１、２の情報を入力頂く必要があります。



コース１の場合の選択

コース１の場合、設計住宅性能評価 または 長期優良住宅の選択にあわせて
「他制度への活用（省エネ）」欄においてコース１（評価書活用）を選択します。
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コース２の場合の選択
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コース２の場合、省エネ適判（住宅）の選択とあわせて、設計住宅性能評価 または長
期優良住宅の選択をおこない、さらに「他制度への活用（省エネ）」欄において
コース２（評価結果活用）を選択します。

この場合、住宅性能評価等の図書に加え、省エネ適判の申請書類（計画書）の添付が必
要となります。



その他

・コースの選択を誤ってしまった場合はどうすればよいか？
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➢ 電子申請システムPLUS上では修正ができませんので、申請先の弊社支店ま
で連絡をお願い致します。

・コース１，２を活用しない申請の場合はどうすればよいか？

活用なしを選択ください。

・店舗併用住宅の場合はどうすればよいか？

➢

➢ 店舗併用住宅は省エネ法では複合建築物となり、非住宅部分を含めた建築物
全体で省エネ適判が必要である為、コース１，２の活用ができません。

 そのため、上記と同様に活用なしを選択ください。
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